































































出土し、それが古銅器に器形が似ているところから調査をはじめ、ここにいわゆる竜山文化 発見し、さらに版築された城壁を発掘した。 これが殷虚遺跡で 地層を度重なる氾濫によるものと理解 ていたものが、 版築によってつき固められた建築にかかわる基壇の遺構 ないかとす 成果をもたらした。　
一九三一年の第四次発掘調査以後、一九三七年春の第一五次発掘調査終了後、日中戦争で中断されるまで、殷




































































は、この が多く見られ 第一期 王朝卜辞と王族卜辞・多子族卜辞が、はっきり区別されるほど、この一群の甲骨と第四期甲骨文とは異質のもであったかどうか疑問である。しかしこの一群を祭祀卜辞としてみるかぎりは、第三期 しての要素が非常に強いとみている。　

































































































の礼器を作った作器者の名が書き加えられ、先祖を慕い、先祖に従っていこうとする作器者の孝道を子孫へ伝えられるものと述べられている。また、 『春秋左氏伝』襄公一九年の条には、魯が齊からの戦利品である武器を鋳潰して鐘をつくり、そこに魯の武功を しるしたことについて これを非礼とした魯の臧武仲の言葉がみられ、それによれば銘文とは天子が徳を記しても功は記さず、諸侯は時節に合した功労を記 、大夫は 功を記すものであるとしている。即ち銘文に書き るされる事柄は身分によっ 区別されているが、銘文とは自 徳を書きしるして、子孫に示すためのものであると考えられて たことが分かる。つぎに実物の青銅礼器についてみてみよう。　
考古学的には青銅礼器が見られるのは二里頭文化期で、最近は文献史料にみえる夏王朝にあたる時期としてい

















た「厲は『わたしは共王さまの土木工事を請け負い、昭大室 東北で二本の川を治めた』 、 た『わたくしは汝に田五田を与えよう』と云いました」 。そこで （井伯ら（
は厲に「あなたは、田を出すのか出さないのか」






とある。裘衛と邦君厲との間におこった土地争いを、当時の国の執政官のところにもち込み、その裁定を経て田四田を移譲されることになったが、銘文はこの土地の詳しい位置を隣接する土地で説明をしている。また関係する人々についても詳しく記録し最後に父のための宝鼎つくり それ 永く宝として用いるようにいっているが、この銘文の多くは土地移譲に関する経緯とそ 境界線 記録である。　
西周中期になると銘文にもう一つの形式みられる。それは册命という職務任命とそれにともなう礼服などの下
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